
4号住居跡(第 6図)

調査の最も北側に位置する。西側に張り出し部をもっ構円形のプランを呈し、張り出し吉[jを含

めた規模は長fl!lh5.5m、短lM14.9mである。埋土は大きく 3層に分れ、主に黒褐色士、黄褐色土、茶

褐色が堆積して 1いる。控の遺存は北、西側はゆるやかに立ちあがるが、束、南側はほぼ震直である。

床面までの深さは12~16mである。壁直下には西側をのぞき、)苛i需が細るが部分的に切れている。

きわめて浅く遺存は悪レ。ピットは、壁沿l、に円形状に多数検出されたが主柱穴と忠われるのは刷

りjるみのしっカ斗りした深さ 23cm以上のものである。炉は東南部に作られたこi二出埋設炉で、周辺は赤

く焼け、竪くしまってし、る。床は比較的堅く良好である。張り出しの部分の床はわずかではあるが

高くなる口

出土遺物

土器(第11凶 5" 17図 21~23)

21~23は埋土出土の土出パーである。 21 ・ 22は r:J 縁部破片で'22は撚糸文である。 5 は炉開設土加で

ある。 底部、口縁部は欠損しているが、胴g:[iがゆるくふくらむ深鉢である。地文の縄文はし Rの縦

位回転である。二次加熱を著しく受けて赤く、全体にもろくなっている。

石器(第四図 4・5)

j塑土から石匙 2点が出土したo 4 は縦型で片面加工でツマミ m~、刃在日をつくっている。 5 は横型

で、自然面を残した扇子な剥片に片面加工によりツマミ部、刃部をっくり出してし、る。 4 • 5とも

に頁岩である。

5号住居跡(第 7図)

調査区と南側でゆるく傾斜するところに位置し、 8号住居跡のすぐ東側に位置している口プラン

は、東側がやや不定であるが2.7~3 .Omのほぼ円形を呈する。埋ゴ二は、黒褐色士、褐色土が堆積し

てし、る。壁の高さは10cmで床から J垂直に立ちあがり良好である。ピットは掘り込みのしっかりした

深いものが 3個あり柱穴と思われる。炉は住居跡中央部かからわずかに東側に位置する土器埋設炉

である。東側に擦が 2個震かれている。炉周辺は赤く焼け、国くしまっている。床面は比較的堅く

しまって良好である。

出土遺物

土器(第11図 6、17図24・25)

24、25は沈線を磨り消し縄文で文様を構成する。 6は炉理設土器で底部、口縁部が欠損する深鉢

形土日誌で、地文の縄文は LRの縦位回転である。全体に二次加熱を受けてもろく、なっている 0

5号住居跡(第 8図)

調査区の中央部東側に位置する。住居跡の上田はほとんど舵乱されており壁の遺存はきわめて不

良で、ある。また南西コーナ一部は風倒木により壊わされている。プランは、北東部が若干張り出す

隅丸方形を呈し、長軸4.3mである。壁はわずかに遺存する部分で高さ 5cm程で、ある。周溝は認めら
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れない口ピットは壁沿いに検出され、コーナ一部にある掘り込みのしっかりしたものが柱穴と思わ

れる。炉は中央北寄りに作られた土器埋設炉である。床面はJ究乱を受けたためか不良である。

出土遺物

土器(第12図 7)

炉埋設土問で、ある。服部以外は欠損している。出形は胴吉[jがふくらむ深鉢である。縄の一端をル

ープ状にし縦位回転したRLの縄文を施文する。

!σ |σ 

a 

l亡丈
σ、

a a'37.5m 
-第 l層黒褐邑土(炭化物・土器片)

第2層褐色土
第3層赤褐也土焼土(焼土)
第4層黒掲色土(炭化物・粘tI:)
第5層 茶褐色:上(炭化物・粘性)
第6層 福色土かたくしまっている

ーピ37.5m

2m 

第 7図 5号住居跡
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7号住居跡(第 9凶)

調査区の最も南側に位置する。南側はゆるく傾斜しローム潜までは非常に浅レ。東側に 4号土j症

がある。プランは、西南部が若干孤状をなすがほぼ円形を呈し、 3.5~3.8m である。 J型土は、褐色

土、茶掲色二七が充満してし、る。壁は東側が高く良好でほぼ垂直に立ち上がり 80cm程ある。 ピットは

壁や、コーナ一部に堀り込まれたものがその規模からみて柱穴と思われる。炉は南側に作られた土

~~f埋設炉である。床面はほぼ平坦であり、炉周辺は焼けて盟くなっている。
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出土遺物

(第12図 8 ・ 10、 17図26~29)器土

目、 26~29は埋二i二出土の土日r~Jlーである。 26~28は沈線と磨り出し手法を用いて文{葉市を展開させ

口縁部が外反し、胴部がゆるくふくらむ深鉢である。頭、吉jjに一8は炉j窪設土器で、る土却で、ある。

条の沈線が組り、胴部はLRの縦位回転の縄文である。

8号住居跡(第10図)

プランは長軸3.9m、位軸2.7mの北に長いi構内5号住居跡と隣接する。調査区の南側に位置し、

形を呈する。壁はほぼ震直に立ちあがり床面からの高さは20cmである。埋士は黒褐色、茶掲色、褐

ピットは南、東壁に取り込みのしっか色ことが主体で、部分的に黄褐色土のブロックが混入している。

りした深さ 25cm以上ーのものが検出され主柱穴と思われる。炉は住居跡の南側につくられた土器よ里設

複式炉である。埋設土誌と石囲い部はまだ明確に分離していなし、が、埋設土器を先端部に掠え後方

に馬蹄形に開くように石間レをしてし、る。土器埋設部は火を受け炉て赤化し焼土が多くみられる。床

黒掲色土

茶掲色土(炭化物混入)

明茶褐色土

黄褐色粘土

問黄褐色土

ii~掲自粘土
黄色土

褐色土

第l層
第2層
第2'層
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面は平坦で、堅くなってしまっている。

出土遺物

土器(第12図 9"17図30・31)

30は日縁部が内湾し、沈線を磨り消し手法によって文様帯を区西! している。 31は

地文の LR縦位回転縄文を縦に磨り消し、四条の沈線を施している。 9は埋設土器でi底部が小さく

胴 tfl~がふくらむ深鉢で、ある。口縁部は欠損してレる。地文の縄文は、 RL の縦位 [rij転である。全体
に二次加熱を受け赤化し、部分的にもろ L、。

者器(第18図 8)

1点出土した。ツマミ古[iは両面加工、刃古[jは!十回加工である。石習は頁である。

l守 1号It居助;

2， 2号11居跡
3・4 3号(j:_居跡

5守 4号住居f/JJ.
6、 5j}住居跡

1図 遺構内出土土器
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7 

7， 6号f主居跡

8・10.7号住居跡

9句 8りfi:JA湖、

nu--
10cm 

第12図 遺構内出土土器

土拡

1号土拡(第13図)

調査区の北側、 4号住居跡の南に位躍する。プランは、円形を呈し、口径1.2m、底径1.35mで、

狭い頭部から外に開くように掘り込んでおり袋状を呈する。確認面からの深さは、 98cmでローム層

を堀り込み灰色砂陳粘土層に宝る。底面は平塩である。上型ごとは、壁周縁に崩落したロームブロ、ソク

があり、中には黒褐色土、黒色土、褐色土を主とする土がレンス1犬に堆積してレる。底面の壁際に

はこぶし大~人頭大の瞭が配置されている。土拡をとり囲むようにピットが検出されている。

2号土拡(第14図)

調査区の中央やや北寄り、 l号住居跡の北東部に位置している。プランは、口径1.14m、底径1.4

m の円形を呈する。深さは、確認面からの深さは50cmで、 20cm程堀り込んだところから急に外に開き、

袋状を呈する。埋士は、壁周縁に崩落したロームブロックがあり、底面から黒褐色士、明宇j色土が
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堆積し、さらに上部に

炭化物、焼土を含む黄

褐色土、明褐色土があ

る。二七J1t周辺には相対

するピットが 4{間十会j甘

されている。

。
o 
Q 出土濯物

土器(第17図32、33)

埋土からこ点出土し

た。 32は然糸文、 33は

口縁部で斜めに*m'"、条

痕がみられる。

3号土地(第15図)

調査i互の中央やや南

側に位置し、 3号住居

跡を切って作られてし、

る。プランはこ、日程D.

35m、底径1.1mの円形

を皇する。確認面からの深さは1.05mで袋状

を呈する。!底部は平坦で、灰色砂磯粘土で‘ある。

埋土は底面に11郎、黄褐色土、赤羽色土、壁周

辺に7i浄機混じりの明褐色土、ロームブロック

が堆積する。上部には、明掲色士、茶掲色土

が入り込んでし、る。土拡周辺には半円形に並

ぶピットが検出されている。

出土遺物

土器(第17図34~36)

よ里土から 3点出土した。 34は山形の口縁を

呈し、頂部は口唇部をつまみ出してつくって

いる。地文はRLの縦位回転である。 33は撚

糸文である。 34は四個の橋状把手を有する四

単位の深鉢形土器口縁部破片である。把手間

には小突起をもっ O 把手部分は中心部に穿孔

。

。

16色

第13図 1号土拡
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がある。それを中心に円形の刺突が三三カ所にあり、間を沈線で連絡する。把手の下には、連鎖状文

を施してし、る。

4号土地(第16図)

口径1.3m、底径1.25mの円形を盟すフラン t主、8号住居跡の東に位置する。調査区の最も南側、

る。頚部佳は70cmでここから外に1't百くように掘り込み、袋状を呈している。深さは1.lmである。底

黄燈色ロームが主で、壁際には面は平坦で、灰色砂瞭粘土層である。埋土は、黒色土、黒褐色土、

ムブロックが堆積している。土拡周辺には、相対する 4個のピットがとり囲むように崩落したロ

検出されてレる。

出土濃物

(第17図37鴎)土器

37は埋土から出土した燃糸文を施文

-- 一ヘ、 @ 

/rr 
hUグ〆

f 

した胴部破片である。

。。

。
，ュタヨて下--..，_、¥、

ミミフグ〆 j
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遺構外出土遺物

土器(第19図)

C::>6 

l. 1号住居跡

2・3， 3号住居跡

4・5， 4号住居跡

6・7， 7号住居跡

8. 8号住居跡

(2・3，S 

8図遺構内出土石器

てこ二〉

。 5 cm 

出土した土~H:は非常に少なくすべて破片である。層位的に把躍することが不可能なため、文様な

どの特徴から 2種に分類した。

1類土器

381 片だけの出土である。口縁は粘土HI~ り付後縦に沈線を施す。体部は無文帯をはさんで細いへ

ラ状工具による三条の沈線をめぐらす。下部の沈線内に京iJ突文を施している。

2 類土器 (39~55)

- 69 -



沈線を磨り消し縄文手法を用レて文様帯を構成する土訟で、本遺跡の主体を占める。 39は仁I縁が

内湾し、磨消し部分を沈線によって医画してし、る。胎土、焼成とも良府で磨きを施している。 40は

平縁で口縁部は無文帯で、ある o 41~49は沈線によって文様帯を医画し、[2<~画内に縄文を残した他は

磨消し手法を用レてし、る。 50~52は撚糸文、 53は LRの縦位回転の縄文である。

石器(第20凶)

ヘラ状石問、石べら、 J蚤器が出土した。 2はi時間カ斗ら加工を施し形を整えてし、る。刃吉liは入念に

，:>'岨嗣圃ー『司也

-一一由
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第19図 遺構外出土土器

。10 どこ~ll

第20図遺構外出土石器
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1/;IJ縦を施してし、る。 3、 4は片百"n加工によって刃日j¥をつくってレる。 出出的な機能をもつものであ

る。 2~4 とも石質は頁岩である。

まとめ

遺講について

野畑遺跡からは、調査の結果、竪穴住居跡 8軒、土;拡 4基を検出した。

住居跡は、南出する舌状台地の西側縁辺部に沿い南北に発見された。出土土日日から大きく大木10

式のi時期に位置づけられるものである。住居跡どうしに重複関係はない、また炉埋設土出からも住

民子跡相互の関係は不明である。しかし、土拡との関係でみると 3'号土j広が 3号住居を切ってし、るこ

とから新!日関係が認められる。炉には、次の 4 形態がみられる。①士出埋設炉-2~7 号住居跡、

②土器埋設石間レ炉-1号住居跡、③土保埋設複式炉- 8号住民跡である。本遺跡で、は①が 6軒と

圧倒的に多し、。 8号住問跡の::J二器地設複式炉は明確に土器埋設部と石組古j¥が分離しておらず、また

石組もいわゆる複式炉に比べると貧弱である。

土拡は、すべて円形を呈する袋状ごと拡である。時期は、 3号土地上型土から大木10式の新しい方か

門前式に比定できる土器が出土していることから中期最終末~後期初頭に位置づけられる。他の土

拡も規模形状からほぼ同時期と思われる。

土拡の周囲には、明らかに意識して訪日り込まれたピットがある。 2、 4号士::IJ1¥のように 21悶が対

になるものや、 1、 3号土:111¥のように数偲が円形状にまわるものがあり、土拡に付ー随する施設のれ

穴と思われ、特に上屋構造の存在を赴七包させる。

土器について

野畑遺跡から出土した土間は、遺構内、外から整理箱で 51自分ほどときわめて少なく、炉開;詑土

器以外はJ安合破片もほとんどなL、。

1類土器は、第19図38、 1点である。縄文時代中期に位置づけられ、新潟、北陣地方にみられる

新1I時様式に近し、ものである 0

2類土器は、一般的に中期末葉、大木10式土器に入る土出鮮である。第17凶31、第19図位、 47は

沈線によって区画した一文様が楕円、 U字:1犬に残るものや、縦に垂下するものなどで、大木 9式土問

のなごりを残すものであろう。本類には、 1~8 号住居跡出土の士出が含まれる。

3類土器としたものは、 3号土:lJl¥カ通ら出土した第171盟、 361点である。中期末葉大木10式の新し

し、ガが後期初顕のi寸前式に比定できるものであろう。
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遺跡全景(北→)

図版 1



1号住居跡(南西→)

2号住居跡(南→)

図版2
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5号住居跡(北→)

6号住居跡(北東→)

図版4



8号住居跡(南→)

図臨 5



1号土拡(南→)

2号土I広(南→)

3号土拡(南→)

4号土拡(西一+)

図版5



図版 7 遺構内出土土器
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図版S 遺構内出土石器



図版10 遺構外出土土器・石器
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遺跡の概観

湯ノ沢B遺跡は、ま;見川によって形成された扇状地にある未戸松本部落から北側に伸びる沢(現

水田)に加した標高32.Om ~33. 6mの し、遺跡はこの台地上の東端に営ま

れてし、る。検出された遺構は縄文時代中期の住居跡17軒、同期袋状土1.広が 8基、平安時代住居跡 1

軒である。遺物は、縄文時代前期]未葉~晩期の土諒@石器、平安時代の土師器等で、整理箱で15個

ほどである。

遺構と遺物

1号住居跡(第 3図)

し、フランは品辺4.0mの方形を呈する。壁は高さ25cmほどでほぼ垂直に立ち

上る。床は堅くしまり、焼けーた部分もあり西側は一段高くなりベット状となる。埋土は黒色土系の

土が~1二苦言片ー炭化物を含んで取結する。ピj ットで主柱穴と考えられるものは、深さ 40~60cmのもの

で、東南の二つのピットでは柱痕跡を確認してし、る。住活動:北側の掛り込みは長車f~l 1. 8 m、短車r111.0 

mの楕円形を呈して坪ーごとは黒色士を主体として土器片・焼土・炭化物が混入している。カマドは、

住居跡北西隅に構築されているが保存状態は悪く、青灰色粘土を使用した袖部と支間lに使用された

撃を検出したにすぎない。

出土遺物

土師器(第 4図 1~6， 5図29.30)

1~4 は内出に黒色処理を施した杯で、ある。すべて回転糸切り無調整である。 1 は底部から丸く

内湾しながら立ちあがり、仁l 縁部は外反する。 2~4 は体部が直線的にのび口縁部が外反する。

1・3は胎土中に小石粒を多く含む。 4・5は台付杯である。内面に黒色処理を施している。貼り付け高

台でナデを施しており底部切り離しは不明である。 29.30とも回転糸切り無調整で胎土中に小石粒

を多く含み、焼成良好の翠で、ある。 29は、カマド支)]lilとして使用されていた。

3貰恵器(第 4図 7~15) 

7~11は回転糸切り無調整の杯である。灰白色を呈し焼成は良好である。 8 ら

れるが判読不能である。 12は内湾しながら立ちあが()、日縁部はややタト反する台付i不である。 回転

糸切り後に高台を貼り付けーている。灰白色で、焼成良肝で、ある。 13、14は胴上半部が欠損する査であ

る。 13は胴下半音r~ に問転へラケス、リを施している。焼きぶくれが著しい。 14は底部周縁にケズリを

施し、胴下半部はヘラ状工具によるカキ日痕が明瞭である。 15は撃の破片である。外面は条線状叩

き板痕、内聞は向心円状のアテ具痕がみられる。

事情褐色土器(第 5 関16~28)

16~26は同転糸切り無調整のi不である。ゆるく内湾しながら口縁rHlに至るもの (17 ・ 22 ・ 24) や

11 縁部が外反するもの (16 ・ 18~21 ・ 23 ・ 25 ・ 26) がある。胎土には小石粒を多量に含む土器が多

L 、。 27・28は問転糸切り無調整の!立1である。底部が厚く、体吉liは直線的に外へ開くようにのび口縁
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部は外反する。胎土には小石粒を多く合む。

遺構外出土土器

l号住居跡南東部グリッドから一括出土した。

土師器(第 6図31・32)

31・32は回転糸切り無調整の杯である。 31は黒色処理を施し、口縁部は横、体部から底部は放射

状にミガキヵ;みられる。 32は二次加熱を受けたものか内黒が消失しているが、 ミガキが明瞭にみら

れる。

須恵器(第 6図33)

33は凹転糸切り無調整の郎である。ゆるく内湾し、口縁部は外反する。胎土中に小石粒を多く含

む。焼成は良好である。

赤掲急土器(第 6 国34~42)

34~42は40を除き、回転糸切り無調整のj不である。 40は、底部にへラ;伏工具によりナデ、が施され

切り離しは不明である。胎士には小石粒を多く含むものが多い。

以上述べたように、 1号住庶跡、それに近接するグリッド(遺構外)から出土した遺物は土師器

須恵器、赤褐色土器がある。特に主体を占める赤褐色土器杯、血は回転糸切りでニ次調整を全く施

さないもので、時間的には10世紀後半以降の年代が考えられる。これらの土器は、秋田城跡、払田

柵跡、足田遺跡、野形遺跡等から出土している。本遺跡出土の赤褐色土器は約 500m北に位置する

野形遺跡出土の土器に技法、器形、胎土が類似する。

2号住居跡(第 7図)

調査区、中央部北側に位置し、フランは箆 3.0mの円形を呈するものと考えられる。穫は高さ20

cmほどであるが、東から北にかけてはほとんど確認できなかった。床は軟らかく炉・ピットも検出I

出来なかった。

出土遺物

縄文土器細片数点が出土したにすぎなし、 0

3号住居跡(第 8図)

調査区 の東端、 4号住居跡の東側に位置し 4号土t，広上にある。プランは長軸 5.0m、短軸 3.3

mほどの楕円形を呈すると考えられるが沢に傾斜する東側では明確でな L、。

壁は、西側では高さ55cmほどでしっかりしてし、る。 埋士は、褐色系の土が沢に向って流れ込むよう

に堆積し、全体的に土器片・ブレイクが混入しており、特に 7層ではその傾向が強L、。床は比較的

堅くしまっており、特に東側では明瞭である。炉はないが中央部床面が焼けーており焼土が堆積して

し、る。ビットは住居跡東側で多く確認したが、柱穴が壁外にあったかどうかは明らかでない。

出土遺物

土器(第35区116~27)

-80 
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c' 32.00m 

第 l層黒@土(炭化物 .~yt土)
第 2層 黒掲怠土(炭化物・焼土)
第 3層 階掲色土(炭化物・焼土)
第 4局 褐色土(炭化物・焼土)

づ占¥ 

第 5層 焼土十掲怠土(炭化物・焼土)
第 6層 灰褐邑土(炭化物・焼土)
第 7層 階福色土(炭化物ー焼土)

3図 1号住居跡
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第 4図 1号住居跡出土遺物
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第 5図 1号住居跡出土遺物
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第 6図遺構外出土遺物

① 

第 7図 2号住居跡
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第 8図 3号住居跡 。

第 11百
第 2層
第 3層
第 4層
第 5層
第 5'1吾
第 6層
第 6'1冒
第 71吾
第 8層

黒色土(炭化物・焼土)
n古掲色土(炭化物・焼土)
褐色土(炭化物・焼土)
明掲色土(炭化物・憐土)
茶掲色土
明茶話色土
明黄褐色土
黄褐色土
時赤褐色土
黄樟色ローム

F 

1 
:::0-

a' 31.8m 

2m 

土罷はいずれも埋土出土のもので、 口縁部がやや外反し、無文となり嗣部は曲線的な沈線で磨消

しによる無文部と縄文帯とを区闘するものや刺突を伴う深鉢形土器である。 21と24は同一個体でrl

縁音1Iが波状を皇し、胴部は粘土紐貼付による断面三角形の隆起線によって縄文帝を区画している。

伴出する土器底部には網代痕がみられる。

石器 (第41図 1~4 、第42国 1 ) 

両面加工の槍先状のもの(1)、ヘラ状石器(3)、縦型の石匙(4)、両面使用の白石 (第42図 1)等が出

士している。

4号住居跡(第 9図)

調査区 の東側、 3号住居跡の南側に位置し、 プランは長軌5.2m、銀軸2.8mの楕円形を呈する。

壁は高さ 10cmほどでしっかりしており、 i陪15cm、深さ 5~10cmの周溝が東側と西側にある。埋土は

黒褐色土を中心に褐色系の土がブロック状に堆積する。床は全体的にしまっており、炉はないが東
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側床面が焼けて焼二i二が Jii~1'{l してし、る。ピットは住居跡墜に沿って確認されてし、る。

出土濯物

土器(第35図28~33、第36図34~39)

床開出土のものである。平縁でやや外反きよみ、の口縁rffjから垂直ないしはふくらみながら胴部にい

たる深鉢形の土器であるが、内向する口縁部 (28・29) 、ゆるやかなLL!形状を呈するものもある(

32) 0 r~l 縁部文段帯は無文となり日間部文様は曲線i引な沈線によって rx:if:司された縄文帯で、あるが、縄

文帯の!:>(@Iが隆起線によるもの (28・29) 、刺突の施されるものがある (33・34) 。

石器(第41図 5. 6) 

主要剥離面からの押圧剥離によるお錐(5)、基~~m にアスブアノしト付着の片面調整の石器(6)がある口

5号住居跡(第10・11図)

調査!)<~の東南 [51品、台地が張り出した所に位置し、最大の住居跡である。プランは径6.5m の円形を
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呈し、壁は高さ 50cmでしっかりしており、 r!115cmの周溝がめぐる。埋土は、上fflivこ黒色土が厚く

堆積し、その下に灰白色粘土層がある。全体的に炭化物・焼j二が多量に混入するが、土器・石r，ij:は

少ない。床面はしっかりしてし、て、炭化材が散乱し、全体的に焼士の入った箆 3cm、深さ10cmほど

の小穴があるが床、壁とも焼けておらず焼失家屋とは考えられない。炉の他に北側に二二ケ所床面が

焼けーて焼けた石が散乱する場所がある。ピットは周構内にもあり、主柱穴は、深さ50cmt)、上のもの

で 5個と考えられる。

炉は住居跡の中軸線上に作られ、土器埋設石間i"jfjに石組青1)と堀り込み部のある複式炉で、ある。士

号:日明設石間部は土器を中心に径1.2mの範囲に扇平な石を並べており、石組音Ijは1.8 m X 2.5 m深

さ 70cmの大きさで掘り込みfmに向って広がり、石組は長方体の石を壁際に 2~3 段にn~lみ重ね底面

にはJfm平な石を敷いでし、る。品J!り込み古Ijは1.3mX1.0m深さ30cmで、住居跡南壁に向って開き、底

出は石組部に向って傾斜する。石組部と堀り込み部の埋:土は、上部では堅くしまったロームが、底

而近くでは炭化材の層や褐色のこ|二が堆積する。

出土遺物

土器(第32図 1・2 第36図40~43)

口縁部が内湾しゆるやかな波状を呈するもの (40・43) と外反するものがある (41・42) 。腕部

文様は曲線的な沈線によって縄文帯が[)<:iimijされ刺穴が施される。

炉埋設土器は(1)、ややタト反ぎみの 1:-1縁からわずかに腕部がふくらむ大形の深鉢形土器でLR縄文が

付される。 (2)は周溝内のピ、y トから出土したもので頭部が長く、底部が上げ底の牽形土器である。

石器(第41図 7~9 、第42図20~33)

し、ずれも掻器状の石器であり、片面からの調整によって刃部を作り出す頁岩製のものである。磨

石は全て凝灰岩製で、両面を厚手L、てある。包却の石棒は住居跡床面から出土したものである。

6号住居跡(第12図)

調査区南側12号住屑跡の東に位置し、 7号土j広を埋めて{乍られている。平面形は長軸 4.6m、鯨

車1i13.0m の隅丸長方形を呈する。壁は、1O~20cmで、しっかりしており、幅15cm、深さ 10cmほどの

周溝が壁直下よりもわずかに住居跡内側をめぐる。昭二上J土、黒掲色二!二を中心に褐色土、黒色土等が

る。床は全体的に毘く、明瞭であり、床面から土器が押しつぶされた状態で、出土する。

炉はないが住居跡西側で-60cm四方に焼土の広がる部分がある。ピットで柱穴とわかるものはなし、。

出土濯物

土器(第36図44~47)

曲線的な隆起線によって、縄文帯が医画され、京IJ突が施されるものもある。し、ずれも深鉢形土器

であろう。

石器(第41図10、第42図24)

(10)は両側縁部に刃;:-njを作り出す頁岩製の石器で、 (24)は凝灰岩製の両面使用された凹石で、ある。
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7号 A.日住居跡(第13関)

3号土地によって切られており、二つの住居跡が重複する。調査区中央よりやや南側に位置し、

B住居跡よりも規模の小さな住居跡で7号A住居跡は、長軸3.6m、短軸3.0mの楕円形を皐し、

ある。壁は高さ30cmほどで垂直に立ち上るが、北側では、ゆるやかに立ち上る。埋土はfj-吉褐色土を

中心に褐色土、黄褐色土等が堆積する。床は比較的堅く特に炉周辺は堅い。北側の床面からは磨石

ピと凹石が並ぶように出二とする。炉は土器埋設炉で、北に径80cm深さ30cmの円形の堀り込みをもっO
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7号 B住居跡は、長ifld14.5m、短車11I3.8mで楕円形を呈する。壁は、残存部分で'lOcrnほどの高さで

埋土は壁際に明黄褐色土がある恕度である。床は、 A住居跡よりも軟らかく、炉はA住居跡の床面

下にある土器埋設炉で、南側に構内形の掘り込みをもっ、掘り込み部にみられる石の存主Eは石組の

可能性をうカミカ

出土遺物

土器(第32図 3 ・ 4 、第36図48~58)

土器片はア号A住居跡上京土出土のものである。地文に縄文を施し、貼り付けによる細L、粘土紐(

以下組!隆帯と呼ぶ)上に爪形文を施すもの、平縁でl_ll形状を呈する幻縁部から頭部ですぼまり、胴

部に至る深鉢形土器で、口縁部文様帯に三角形の沈刻文や集合沈線状の沈線を施し、服部には羽状

縄文と綾繰文を施すもの、貼付けの隆帯が渦巻となるものや隆帯が縄文を区画するもの等がある。
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A{七万リー跡炉昭設土器 f第32図 3)は内反する口縁からふくらみながら日Hì~:[~に至る L RMU文を施 L

たr1t~鉢形士宮誌でJわる。

B 住居跡炉埋設土保(第32図 4) は口縁;:f[~ に指頭状の工兵による円形の浅L 、府j突列がボタン状突

起にlJf:Tし、胴部との境にも同様の京IJ突子IJがめぐる。

石器(第42図25~32)

ア号A住民跡の床而から I+\~I二したもので、いづれも凝同製である。

8号住居跡(第14図)

に位置し長市1115.5m 、短m!l13.2m ほとの楕円形を呈する。~まは p"ij さ 10cmほどで事(1'(に立

ち上るが南側では事Ir しし、特によって切られている。J:IJ~_ 二1-.は褐色系の i二が jtf~杭する。!末はg\そくしまり

があり、炉は中心部70cmX50cmほどの楕円形の掘り込みがありこれに 2~3 個の石が伴う。ビット

の中で、北四f)，品のものは柱穴であろう。

出土遺物

土器(第33図 5 、第37図66~69)

平縁で外反する口縁部をもっ深鉢で、あろう胴部文様は曲線的な広L、沈線によって純文指が[)<:rrmさ

れるもの (59・60) 垂下する 3本の沈線開を鰐消すもの (61・64) 等がある。 (5)は底tiljから!JI，iJmiに

かけh ては筒状で上部中央は鞍部となり、両端に口がある双口士32である。左右の口縁fi:[iは中央に向

って切り込みがある。

9号住居跡(第15図)

調査医南側の斜面上に位置し 5号土J広よりも新しい。又、プラン確認では険出出来なかったもの

の土層観察によって住居跡中央部にも新しし、掘り込みがあることを確認している。 f=tJ.丙跡平而形は

4 m ~íT後の円形と考えられるが、東と南側では壁を確認、出来なかった。樫は北側で高さ 60cmほどで

ある。J:m土は、残存部分では白色;fILi~L:."褐色系の土が堆積する。!よは、西側では堅くしまってし、る

が、炉を中心とした部分では下に10号士i広があるため50cmほと沈下している。 かiも10号 J二JJ1;のため

保存状態は悪いがおそらく住府跡仁l:::rqIIII線上に作られたものであろう。土器開設石四日[;と行主任ti-じから

なる複式炉である。石!耳Iì~f[j は40cmX30cm、石組tf[~は 75cm X60cmで南に向って広くなるが行主11m;底面i

に敷石がされたかどうかは把握出来なかった。ヒットは、住民跡北西側の壁外にあり柱穴と考えら

オLる。

出土遺物

こと器 (第37図66~69)

直立する 11縁部で口唇部に太L、陸部;をH111り付けたもの、縦{立に条痕を施したものや、隆帯によっ

て円形に区画した中に沈線を格子 !I:I犬に施すものがある。

石器(第41図11・12)

縦型の石匙、掻;訴状の石器が出土している。
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10号住居跡(第16図)

調査民間側で 1号 i二}J.よの南側に位置する。フランは径 2.5mの円形を呈する。慢はj告さ20cmで垂

直に立ち上る。埋二i二は全体的に炭化物・焼土を含む褐色系の土で、壁際にはロームブロックがみられ

る。 JA泊 iは極めて堅くしまっており炉はごと捺開設王-iEl0rmと石組部からなる模式炉で、ある。開設土器

は倒:立しており、それを石で囲む。石高!tも 1重の単純なものである口ピットは壁外に径20cm深さ30

~50cm ものがありれ穴となる。

出土遺物土器(第33図 6・7)

(7)は外反する口縁部からほぼ垂直に服部に至る深鉢7f~土器である。仁i 縁t'flj文様は京Ij突列があり、

JJ[rIJ fi:ljとを沈線で両する。胴it/j文様は曲線的な沈線で横 S字状の縄文宇野をi正面し、縄文帯の両端は入
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組文風になる。無文部は了寧な磨消しが行われる。

炉埋設土器(6)は、ゆるやかな波状を呈し外反する口縁から服部下半がふくらむ深鉢形土器である。

文様は、沈線によって横 S字tJ.との縄文帯が11'目される。純文帯の両端は波状頂点下で入組文風になる。

服部下半も沈線によって C字状文の未発達な縄文帯がある。

11号 A ・8住居跡(第17図)

6号住屑跡東側に隣接する。

11号A住居跡は、 B住居跡と重複しておりプランは長車rh4 m、短事Ih2.5 mの惰円形を皇する 0・壁

は西側では高さ25crnほどでほぼ垂直に立ち上るが回世Ijほど低くなりゆるやかな立ち上りをみせる。

理士は褐色系の土が堆積するピットは北側にあるが柱穴と判断出来なかった。炉はなL、0

11号 B住居跡は、径 3.0m の円形を呈し、壁は北側では高さ 40crn、南側で、は30crn の高さで芽i~誌に

立ちとる。:l:f1I-::l二は黒色土を中心に堆積する。床は堅くしまり炉はないが北側に床面の焼け“た部分が

ある。ピットは壁際に沿っておりいずれも杭穴と考えられる。

出土遺物

土器(第33図 8~9 、第37図70~81)

11 号 A住居跡の土器 (76~81) は、波状口縁を呈し、沈線で区画された縄文帯が横へ展開するも

の、平縁で直立する口縁を有するもの等があり、土器片利用の円盤状土製品が 2点出土している。

(第331Z19 )は薄手で底部から大きく外に開く浅鉢形の土器であろう。

B 住居跡出土の土器(第37図70~75) は外反する口縁が鋭く内側に折れるもので、口縁部@胴部

上半には和11珪帯上に爪形文を施し、口縁にrh広L、粘土ま[1:を貼付した擬宝珠状の突起を付したもの、

あるし、は、竹管状工具による沈線区画i文、撚糸圧痕文、網目状撚糸文等がある。

石器(第41図13、第42図33)

一方の側辺にのみ刃部をf乍り出す石匙で‘ツマミ部にアスフアルトが付着したもの、凝灰岩の石錘

が出二i二している。

12号住居跡(第四国)

調査医の南側、 6号住居跡の問側に隣接する。フランは径 3.4mほどの円形を呈し、壁は、北か

ら西南にかけて高さ25crnで、'i'fuil立に立ち上るが、南側は、高さ 10crnほどになる。埋土はIli抗日色土や茶

褐色土が中心に炭化物・焼土が混入して堆積する。床は全体的に堅くしまり、炉から離れて北側に

も床の焼けブこ部分がある。炉は住民跡中ij!rh線上に作られ埋設土器と石組部からなる複式炉である。

埋設土器には石田いは見られず、石組ffl~ は、 50crn >く60crn、深さ15crnの掘り込みに底面カ￥ら掘り込み

口まで石を組んだもので、南側に開くが、壁に接する掘り込み部はない。ピットは壁際に径25crn深

さ 12~30crnのものもあるが、 i?t~ さ 30crn前後のものが柱穴と考えられる。

出土濯物(第34図 10 ・ 11、第38図82~85)

直立する fJ縁に事Ij突が付され、 JJlti]t'flj文様は沈線と隆起線によって縄文帯がI;;{@Iされる。(11)は外反
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ぎみの口縁からわずかにふくらみながら胴部にいたる大形の深鉢形土器で、胴部はLR縄文を施文

して羽状縄文を施す。 (10)の埋設土器は、タト反すLRとRLするが、器面のをには、
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13号住居跡(第四凶)

7号住居の匹iに隣接する。プランは長lliJ1J5.9m、短ijJJh2.5mの長楕円形を

呈する。控はi高さ 10cmほどで東側はほぼ京[1主に立ち上るが西から南側の援はゆるやかに立ち上る。

埋ことは、 nfi褐色士を中心に壁際には明褐色土や黒褐色等が堆積する。床は北側では竪いが、南側で

は軟らかい。北側の一部が焼けてし、る。ピットは壁際に確認されているが、柱穴と考えられるのは

ー占¥
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第18図 12号住居跡
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深さ 20cm前後であろうか、炉はなL、。

出土遺物

土器(第38図36~97)

縄文を地文として、和11珪帯上に爪形文を施すもの、地文の縄文がなし、もの等がある。 89は直立し

肥厚する口縁部から腕部にかけて急に外に張り出す。口縁部に球状の突起が付き突起のれこ橋;1犬把

手が貼付される。日縁白[~文様帯は爪形文のある半隆起線文があり、中間には和Il 'fr'i二i二軒1:を継ぎなが

i
i
d引
け

t'>.J 、

" 。
。。

b' 

第l層裕福也土(炭化物、焼土)
第l'層明褐色土(炭化物、焼土)

第2層黒褐色土(炭化物、焼土)
第2'層階褐色土(炭化物、焼土)

第3層赤褐色土(焼土)

b 
主~ 31.8m 

向、

ω日
m 

∞ヨ

第19図 13号住居跡
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ら小さな鋸歯:伏文を作る。 92~97は、沈線によって[;<~同組文帯が打白かれる。

14号住居跡(第20図)

調査の北端に位置する。壁は高さ 10cmほどで垂直に立ち上る。上(仕上は、黒色土が入り、 E吉際に

は黄色士ロームがフロック状に堆杭する。床はしまりがなく東に向って傾斜する。ヒットも炉もな

L、。

出土遺物

土器(第38図98・99)

沈線でi互幽されたが日文帯や京iJ突が施される土器で、ある。

15号住居跡(第21図)

調査区東南側、 5号住居跡の西に隣接し北側では 9号土肱に切られてし、る。フランは長IfIll，4.4 m 

短軸3.5mの不整円形を畏し、監は高さ 15cmほどで垂直に立ち上るが東側ではゆるやかに立ち上がる。

床は比較的軟らかく炉もな L 、が中央部で、東西に怪20cm前後、深さが20~40cmのヒットが並ぶ。

¥ι 

a 
a'32.00m ..0/ 

第 1層黒褐邑土
第 2層黒色土
第 3層褐怠土
第 4，日黄色土
第 4層乳黄色土

E
C
C
N問

、心

第20図 14号住居跡
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出土遺物

土器(第38凶100明 101)

曲線的な沈線によって純文帝と府消しによる無文部とにr<Fi3Iされる。

16号住居跡(第22悶)

調査!メ:中央部北側17号住居跡東に隣接する。フランは径 2.5mの円形を呈し、壁は高さ 10cmほと

でそ住民に立ち上る。:f;rn::-!二は褐色系の::!二を中心に堆積する。}末は堅くしまっており中央部に土器埋設

炉がある。ピットは壁外のfJLi側に径20cmHi}後のものがあり柱穴になるものと考えられる。

出土遺物

土器(第34図 12 ・ 14、第38国 102~109、第39図 110~120) 

成立する I二!縁部に撚糸庄痕文を施し、三条の京iJ突列をもち、胴部に LRとRLの結束羽状縄文を

施すもの (102・103• 107) 。外反する仁l縁部が，度頭部ですぼみ胴古15でふくらみをもち、口縁部に

は沈線で、幾何学的な文様を施すもの(104) olJ縁部がく字状になり、口

半破竹管状工具による格子[]状文を施し、胴部との境の RI~l{，Jーによる隆帯には撚糸庄痕文を施すもの

でD同部以下には縄文を付した後縦方向に沈線を引くもの (105・106) がある。 (110)は肥厚し内汚

する fJ 縁部に!盗J吊:と撚糸日三痕文を施すもので、 17号住居跡出土の土~~ (第39f玄1123)と向一個体であ

る。(111~120) は曲線!ねな沈線、隆起線などで縄文帯と無文部を区画するものである。

埋設土器(第34図12) は、内汚する口縁部から腕部@底部に至るキャリパー形の土器である。仁i

縁日I~ には外反する 4 つの山形状の突起が付き、突起下には渦巻~I犬に経常を付し、渦巻間をゆるやか

な波状を呈す隆司:を施し、隆帯に沿って撚糸圧痕文を付す。胴音11にはRL縄文を付し、縦方向に磨

消しを行う。

17号住居跡(第23図)

調査|又中央部北側で16号住居跡西側に位置する。フランは長桶h4.0m、短車1i13.4mの楕円形を呈し

壁は高さ 10cm前後で、垂直に立ち上る。 埋土は、褐色土や賞褐色土が堆積する。!末は比較的思く、炉

は中央部で、土器埋設炉で-ある。ビットは多数検出されたが、主柱穴と考えられものは深さ 20~45cm

ほどのものであろう。又、壁際の径10cm、深さ 10cmの小ピ、ソトは支柱穴であろうか。

出土遺物

土器(第39図 121~132)

主任11盗帯を同心円状に貼付するもの (121~ 122) 口縁部に撚糸圧痕文を施すもの (123• 124) 、羽

状縄文、あるいは沈線で腕部に文様を描くもの等がある。

炉埋設土器は内湾する口縁部から胴音15に至るキャリバー形の深鉢形土器である。口縁部文様帯は、

貼付された隆帯に沿って撚糸)王痕文を付す。嗣部には縄文と綾繰文が施される。

石器(第41図14)

十蚤器状の石器である。

円
/
h
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b'32.00m 

c c'32.00m 

第21図 15号住居跡
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a' 32.1m 

2m 

a 
。

第 1層暗褐色土(炭化物)
第γ層褐色土(炭化物)
第 2層黒褐色土(炭化物)
第 2'層明黒掲色土(炭化物)
第 3層黄掲色土(炭化物)

第22図 16号住居跡

土3広

1号土拡(第24図)

調査東側、 10号住居跡の北に位置し、プランは口径1.8mの円形を呈し、深さ 25crnで、径80crnの

頭部に達し、深さ 65crnで径 1mの底面に至る袋状の土拡で、ある。上里土v土褐色系のごi二が炭化物・焼土

を含んで堆1'tfして L、る。土1広の周囲には深さ 30crnほとのピットがある。

出土遺物

土器は組|片だけで図示しなカミった。

お器(第41図15・16)

15は扇子な磨製石斧で刃 m~の欠損してし、るものである。 16は横型石匙である。

3号土拡(第25図)

調査沢中央部やや問側、 7号住居跡を切っており、フランは口径1.5mの円形を呈し、わずかに

すぼまりながら深さ1.2mで径1.1mの底面に達する。埋土は褐色系の士が堆積する。壁際には壁の

崩壊土と思われるロームブロックが入りこむ。二i二1広間関のピットは深さ 20crn~ 40crnほどのものであ

る。 I:U二Li宣物はなし、。
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@ 。

第 l層掲色土

第 2層 H在褐色土

第 31詞 Ilit褐色と員褐色土

第2'1習 nr'1褐色と黒色土

¥己た

a a' 32 .20m 

σ、
ω
N
・
N
g

トι.:--可ア干~ 1 ____ 一一一一ーイ九~ーへ とγJ
it  i tE5221-j， i 

第23図 1号住居跡

出土遺物

土器(第40図 133~137)

地文である縄文に細j盗帯を貼付し、それに爪形文を十jーするもの、口縁部文様帯に沈線を斜めに引

くもの、木下I~I犬撚糸文を施文後、紺H盗;出:を幾何学的に貼付するものがある。

4号土f広(第26図)

調査iメ:東側、 3号住肘跡の床面下にある。フランは口径2.Om X1. 2mの楕円形を呈し、深さ20cm

で、わずかにくびれ、深さ1.3mで、 2.5m X1. 8mの楕円形の底面に達する袋状の土拡である。埋土

は黒褐色=:1二と堅くしまる明褐色土が中心となり 3号住居構築時に埋められたものである。

出土遺物

土器(第40図138~141)

口縁部が内向し、沈線でMH文帯を iメ:阿するものや竹管~I犬工具による京iJ突が行われるものがある。
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5号土拡(第27図)

プランは口径1.2 mの円形を呈し、深さ 15cmほ

@ 

9号住居跡の東側に位置し、調査じての南側斜面、。

。
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1号土拡

どで径1.0 mの頭部に至りさらに深さ 70cmで径

第24図

1.1 mの円形の底面に達する袋状土i広である。

3号土拡第25図均一1::.は各開がレンズ状に堆積し、壁際には、崩

壊したロームブロックがみられる土拡外周東側には深さ 20cm前後のピットが並ぶ。

出土遺物

土器(第40図142~144) 

ややタト反ぎみの口縁部が無文となるもの、木目状撚糸文が施されるものがある。

6号土土産 (第28図)

口径1.1 mの円形を呈し、深さ 50cmで径707号住居跡の北側に位置する。調査区中央部の南西、

さらに深さ1.2mで径1.5mの底部に達するフラスコ状の土:l:，広で-ある。埋土は黒色cmの頭、部に達し、

土や黄褐色ロームが厚く堆積する。土I広東西にピットがある。

F
O
 

ハU

出土遺物

土器(第40図145~151)



口縁部がIl日厚し、 JII[線的に!J[iiJ(11日、二王るものや外反する口縁部が鋭く折れて顕在日に至るもの等があ

145 は大きく丸くふくらむ口縁 t~l~ に?と弁;伏の1)、*lf:I陸部:を出走させその上にm形文を施してし、る。

突起を1tけブこもので制丈施文後、半隆起和jlを施すもので、ある。

石器(第41図17. 18) 

掻号~f~犬の石号去と縦型干 i匙である。両者とも片岡調整によって刃部を作り出す。

(第29図)ア号土拡

。

。
。

。
6号住Jif;.跡より古い。
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4号土拡第26図

5 第27函
口径1.5mの円形で、深さ30crnほどでjっ

ずかにくび:.h 、深さ1. 3m で怪2.0m の底面に達する袋状の土~広である。埋二i二は上部に黄色ロームが

厚く堆積し、 11号住居構築時にうめられたものと考えられる。

出土遺物

(第40図152~160)土器

(152)は内湾部!隆帯を横走、波状、あるいは渦巻状にしてその上に爪形文を施したものがある。

(156・157) は細隆帯上に爪形文する口縁部に突起を付し、長田隆帯を横ないしは波状に貼付する。

を施しそれを底部付近まで、施す浅鉢形土器で‘ある。
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7号土拡第29図

1111 

G 
6号土拡第28

仁1{歪t主

9号土拡(第30図)

調査i乏の南束、 15号住居跡を切っている。

。
1.5mの円形を呈し、深さ1.3mで径1.7mの底国iに

達する袋;りこの士J}ぶで、ある。土m土は下g:1~ に焼土、青灰

ピットが北側Iこある。色砂l凍土が堆積する。

出土遺物(第40図 158~160)

和11盗帯上に爪形を付すもの、円形の刺突のあるも

の等がある。

9E子住居跡の炉の下にある。

10号土拡(第31図)

調査[25~南側の斜面、

フランは口径1.8mの円形を呈し、深さ40cmで、径

1.5mの頭、部に至り、さらに外にふくらみながら深さ

2.2mで径1.7mの底面に達する。最奥部の径は 2.7 

mもある典型的な大形の袋状土地で、ある。

出土濃物

108 

31.5m 

第 1)I'I b't位色ローム
第 21i7 青!ぽ粘土
第3M lIi'fl討色
第3'M n.月褐色仁
第 4制 改ltl色土
第5k;1 nJH<'¥倍色土
第 6.;1 脊!火色Iゆ磯:上
第 7除i r碍赤純白'1:J't土
第8)，凶者!チc@.:t¥lj土

第30図
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土器(第40図161~ 165) 

半社主竹管:1犬工具による沈線文、

前[!隆祐二を貼付したもの、高rn隆帯と

沈線によって縄文情を{掃するもの

Ji2乱穴であったので除外しである。

器土

8号こと拡は現代の

遺構外出土の土器を施文係から

次のように分類した。

遺構外出土遺物

※ 2号::J::J広、

がある。

一一一---.....

1 懇(第43図166~185、第48岡

仁l縁古11文様帯にJ¥ij(糸圧痕文を施

横走するものや、菱形に付される。

カ可fTJJI-:さhる。

しllriijjCf[1には木 FI状撚糸文や羽状縮

はほほ垂直に立ち上り、胴音11も:市:

Cl *~七JII

(166~169) には口唇部にもが日文

口

3~4 条の

仁!縁部文様帯と胴

[I'{に底的:に奇るものであろう。

317~325) 

文が施されるものである。

縁 rffjの撚糸Hミ痕又は、

日Ijの境には主111くて低L、隆帯があり

それに刺突や純文の抑圧が行われ 10号土士広図

る。

2 類(第43図 186~193、第44図194~208 • 210) 

(和I1盗TVn 爪形文を施すもので仁!縁日11が内側に I~J:角に折れるもので、そこに和II，*，'仁!二組をnM、Jし

これら土器は a 、 19~地に品ffl隆帯と爪形文を施し、出ffl隆帯は間J巻状も主H1I盗帯上に爪7T~文が付される。

b、地文のが日文上に和01盗帯を!111i(第43図186~189、 191~193)や大きな鋸 I~おつりとに貼付されるもの

aの細隆帯もりも太く隆千百:問も広くなる。付するもので、十tff走車~I 走する 2~3 条 1 組の荊HI珪帯は、

c 、縄文言ど地文とする点は b と同じだが、鋸I~Î状に付された剥HI盗帯に爪形文をもたないものである。

鋸歯:1犬の京1111盗帯は短かな粘土紛の両端を継ぎながら t~l~l{，Jーされる。

(第44図212~219、第45悶220~225 ・ 227)
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1. 5号住居跡、炉埋設土器
2. 5号住民跡、同溝内ピット
3. 7号住居跡、炉理設土器

3 4. 7号住居跡、炉埋設土器

(2はS亡す)

第32図遺構内出土土器

-110 -

。 10cm 



5 

8 

第33図 遺構内出土土器

-111-

7 

5. 8号住居跡、埋土
6 . 10号住居跡、炉埋設土器
7 . 10号住居跡、床面
8 . 11号A住居跡、床面
9. 11号A住居跡、床面

9 

。 10cm 
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10， 12号住居跡、炉埋設土器
11， 12号住居跡、床面
12， 16号住居跡、炉埋設土器
13， 17号住居跡、炉埋設土器
14， 17号住居跡、炉埋設土器
15， 11号土拡、埋土

第34図遺構内出土土器
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蟻
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第39図 遺構内出土土器

半裁竹管状工具により爪形文が施され、隆起するもの(半隆起線文)で、[f~i~JÍ~ ・ 11~i，) 巻・幾何学IYJ

に施される。半隆起線問Hこ、 II'{線、あるし、は鋸歯:j犬に貼付される布ll!珪帯には爪形文は施されなくな

る。口縁ili!~は鮎り付けにより肥厚し、外反しつつ一度頚部でくの字状にくびれ、ふくらみながら日H

n!jに至る深鉢形土器であろう。

4 類(第45図228~243、第49図336)

半裁竹管状工具によって綾杉状、斜め、格子円 :1犬に沈線が深く /71かれるもので、 235・236のよう

に;frli土利J:を貼付するものもある。(第49図336)はく字状の仁l縁部に渦巻状の大きな把手を貼 1)付け-

3ケ所に小さな橋状の把手が付けられる。口縁n:l1文様;出:上tfllには制文施文後、科u隆帯が付され、 下

部には沈線で平行、鋸歯:1犬文、菱形文を打ijく。ややふくらみかげんの胴郎には純文施文後、 it線に
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よって、縦に幾何学的文様があYiかれる。

5 類(第45図224~248、第48区J326~327)

鋭レILi形状を旦す縁(ffiに三角形の沈刻文や縦に深し、沈線を引くもので、ややふくらむ胸部には

縄文や S宇状の結節文が施される。(図版31)は!1主立する日縁tf[)に沈線で施文された筒状の把手が付

けーられ、文様帯は三角形の沈刻文と上下を陸部:で阿した中に格子 11文を施す。胴i}[)にはがu文と S

j犬結節文が施される。

5 類(第45図249~250、第46図 251 ~257) 

タト反する 11 縁mjに断I稲田状の沈線を数条めぐらし円形の束IJ突を行うものである。 (255~258) は、

浅¥， 'lt線で刺突も/トさくなる。

7 類(第46悶258~263)

fr'{立ないしはやや外反し、肥厚する口縁日[jにI!J高の広い隆帯を曲線1'1勺に付し、円形の京IJ突@抑圧縮

文・縦の刻みを付けゐるものである。!J[司 r;;:rjには、撚糸文や縄文が付され隆帯をH占り付ける。

8 類(第46図264~273)

内向ぎみの口縁{fIjに渦巻~I犬の隆帯を付し、それに沿って撚糸圧痕文を付し腕部には縄文を施し曲

線的な隆帯を貼り付ける。 11縁部に文様帯を持たず'::].:-J~伏縄文や縄文を付すものもある。

9 類(第46図274~276、第47図277~280)

やや内湾ないしは直立するものや波状を呈する口縁部で、貼り付けによる I~~r面三角形の隆帯が渦

巻くものや、幅広い沈線によって縄文i告を医同するものである。 3 ・4 ・6号住居跡床面。

10類(第47図280~300、第48図301 ~316) 

ややタト反し肥厚する口縁日[)から服部に至る深鉢形土器で¥日縁部に!幅広い磨消しによる無文部が

あり、そこに刺突の行われるものもある。腕部文様は、曲線的な沈線によって縄文帯が画され、縄

文予告が横に展開されるものもあり、無文部が広くなる。

11 類(第50国328~335、第51図337 ・ 338)

雲形文やX字状文や、仁l 縁部に平行沈線を 2~3 条ヲ i くもので、浅鉢や主1I:形土指がある。

土製品(第51図339)

吹状耳自!îで、焼成の良好なものである。両面に擦痕がみられる。二[::t)t.~ の吹状耳飾は、下堤D遺跡

からも出ごとしている。

お器(第52図34~52、第53~60)

石銑状の石掠 (34~36) は剥片を利用したもので片而からの調整によるものである。

へラ状石器 (37・40) は両而から調整を施し断面は丸みを帯た菱形で、ある。

槍先状のお器(38)は基{~:Ii の欠けたものである。

掻i{;{ (39 ・ 49 ・ 51 ・ 52) は背出に押圧剥離によって刃 tfr~を作出しているものである。

縦型1:~i匙 (42~47) も背市iに刃古[)をもち、打百rî方向がツマミ吉[)になるが、 (43)だけは主要剥離街に刃

121 



行[~をもっ (50)は石錐、 (48)は何回に調整を施し、特に 2 つの先端部は丁寧な調整が行われる。石質は

(40)の玄武芋;占の他は全て頁有である。

(~t53 1Z153) は大形の時製石斧で緑色凝灰岩であり、 2 点の石錘、他磨石とも凝灰岩である。
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第53函遺構外出土石器

本遺跡では既述の通り住居跡17r!iF、 i二 J広 82f主である。これら泣階、特に住J[fT跡の年代を力 iJIHr~~土土

器と!末面上l:Lて!二のごj二却を決め手とするならば、 3 ・4 ・6 ・8号tr:J;r;-跡は大木 9式Jm、 7月A ・B ・

10・11号A .12 号往居跡は大木10式j!Jj 、 16 ・ 17~号住民跡は大木 8 a式!切に位置づけられる。また 5

・9号住わ苛功:も複式炉を有することから10・12号住)古跡と同様大木10式Jtjjと考えられる。この他に

l 号住居跡を除く 2 ・ 13~15号住民跡も埋土/:L\.士士iT2から純文中Jmのものと推測出来る。これを整

珂トFると次のようになる。

大木 8a 式Jr.n-16 ・ 17号住Jrj~跡

大木 9式期一一一 3 ・4 ・6 ・8号住居跡

大木10式JtJJ--7号A ・B・10・11・12・5・9号住民跡

つd
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杉;伏・格子日:t}~文・あるいは三角形沈刻文、あるし、は fffll峰子\:J二に爪形を付すなどの文様は、関東の

十三菩堤・五百(f[ヶ台、北悼の朝日下層・新保式に見らJlる文様要素と同じものであり、近年秋田県

内でも日本海側に近い遺跡カ￥ら出土例がある。 7 ・ 11号 B 、 13 ・ 16 ・ 17の各住民跡、及び 3~9

三1:-_:[広tJ¥=1二の一部がこれに該当する。

3 群土器一一-6 類~10類土器

縄文時代中期初頭から未葉まで、の土器群で‘ある。 6 類は ~I 縁日1I に王子行沈線と刺突、さらには弧状

の沈線等で施文されるものである。純文前期未葉カミら仁!l!Uj初頭に位置づけられると考えられるが、

沈線が弧状、波状を皇し、服部に撚糸文が施される(第46区1251)もの等からして大木 7a式に近似

するものであろう。

ア類土器は、仁i縁に沿う隆帯に刻みや撚糸文を施すキャリハー形を呈するもので大木 7b式と考

えられる。

8類土器は典型的なキャ 1)ハー形を呈する土器で、ある。口縁古Ijの睦帯に沿って撚糸fE痕文を施す

ものでブミ木 8a式であり、 16・17号住居跡の炉埋設土器がこれに該当する。

9額とした土器は、断閥三角形の隆起線で縄文帯をi又画するのを特徴とし大木 9式に比定される

土器である。

11類土og:は縄文帯を区画するのが曲線的な沈線となり、隆司:や隆起線は全くみられなくなる。 し

かしながら、円形の刺突文やわずかながら残る経起線は、大木 9式のぞI残りをとどめるものであり

これら土認が大木10式の古い方に位置づけられよう。これらには、 7号 B ・10・12号住町跡の炉開

設土器が該当する。

4群土器一一12類土器で、大洞C
2式である。

以上本遺跡出土の土器を上記のように 5群に分けーたがこれを整理すると次のようになる口

1群土諒一-1類土器一一円筒下層 d式

2 昨土器--2~5 類土諒一一縄文前期未葉~中期初頭

3群土器一一6類土f*}--大木 7a式

7類土器一一大木 7b式

8類二!二賠一一大木 8a式

9類土器一一一大木 9式

11類ごと涼一一大木10古式

4群土器一一一12類土器一一大洞C
2式

円
ペ

U

円
ぺ
U
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1号住居跡(北→)

2号住居跡(南→)

国版 2



3号住居跡(商→)

4号住居跡(北西→)

図版 3



5号住居跡(北→)

5号住居跡、複式炉

鴎版ヰ


	akshibunkazai10_Part4
	akshibunkazai10_Part5
	akshibunkazai10_Part6



